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今年度要求のポイント

平成24年度決算額

事 業 費 12,350

事業期間 　H17　～　H　　

政策立案事務

　行政運営の基本方針、重要施策及び重要課題への対応等について、有用な情報
を収集するため、行財政情報サービスを利用する。また、各省庁から財務省への
概算要求に、本市要望内容を反映させるため、国への要望説明会を開催する。さ
らに、政策の実現に向けて効率的・効果的な事業を構築・推進するため、調査・
分析等を行う。

関連事業

事 業 名

100

9,200

地方自治経営学会

国への要望説明会等

合計 23,71113,560

717

行財政情報サービスの利用
国要望会議の開催　等

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

その他

行財政情報サービスの利用
国要望会議の開催　等

行財政情報サービスの利用
国要望会議の開催　等

【経過（～25年度）】

2,553

地域活性化センター年会費

0 10,000
政策立案等に関する調査委託料等 ※H25年度は「政策形成に係る支援業

務」で予算確保していたものを統合

807

2,531 印刷製本費、会場借上料、旅費等

900

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

23,71113,560

26年度要求額項目

地域活性化センター

100

25年度予算

900

委託料等

【26年度】

主な要求内容 （単位：千円）

特定回線使用料

地方自治経営学会負担金

9,463

　行財政情報サービスの活用など、政策立案に伴う情報収集・調査分
析を行うとともに、新聞社への記事掲載広告料、地方自治経営学会負
担金、地域活性化センター年会費等を支出し、本市の円滑な業務遂行
に貢献する。また、国の施策・予算に関する要望説明会やその他の会
議を開催する。

行政情報サービス使用料

内容・積算等

事業目的

事業内容

整理番号 01 - 011

　重要施策及び課題について、有効な方策の企画立案、情報収集を行
うことで、様々な市民ニーズを的確に捉え、時代や環境の変化に即し
た新たな施策に繋げることを目的とする。

マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
局・課名 市長公室・企画部　企画推進担当

(単位　千円)区分
その他一般施策


